
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域内分権の推進 
久保田質問 

まちづくり組織に対して、三重県伊賀市は 

交付金、新潟県上越市は補助金、愛知県 

高浜市は当初予算で対応している。 

上田市は交付金として財政支援している 

が、そのねらいは。 

片岡市民参加協働部長 

住民自治組織が策定する地域まちづくり 

計画により、自主的な取り組みが行われるので、使い道が限定さ 

れる補助金や事業ごとの予算措置ではなく、多様な事業に迅速か 

つ柔軟に対応できるよう予算の使い道を地域の裁量に委ねること 

ができる交付金の形態を選択した。 

 久保田質問 

市の交付金制度は、まちづくり組織の実績等に対応して増額 

を含めた柔軟な対応をすべきではないか。 

片岡市民参加協働部長 

交付金の算定は、１組織 250万円を基準額とし、組織内の人 

口が１万人以上の組織には 100万円の加算を行い、複数の地区 

自治会連合会の範囲で組織される場合には、１地区当たり 50 

万円を加算している。来年度以降に組織の活動も次第に本格化 

していくことが見込まれますので、現行の交付金の活用状況や 

組織の活動状況を見きわめて、より有効な財政支援となります 

よう基準の見直しを検討します。 

 

 

 

【部内資料】 

 

 

 ～市民アンケートへのご協力ありがとうございます～ 

  1 月 5 日現在で 300 通を超えました。記述のある具体的な要望事項は、 

丸子自治センター、上田市教育委員会、市役所の担当部署へお届けします。 
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日本共産党 

＜季節の写真＞  

無病息災を祈る行事 

どんど焼き  

発行 くぼたよしお事務所 ☎42－6361 fax 42－5630  

＜久保田由夫のブログ・フェイスブック・ホームページもご覧ください＞ 
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◆原水協通信（18年 1月 6日）に、被爆地広島市長の松井一實さんと長崎市長の田上富久さんがメッ

セージを寄せている。お二人とも、核兵器禁止条約の採択と核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）の

ノーベル平和賞受賞にふれ、核兵器廃絶にむけた決意が表明されている。◆一方、唯一の被爆国の安

倍首相は、来日した ICAN（アイキャン）のベアトリス・フィン事務局長と会わなかった。核廃絶への

アプローチが違ったとしても、情けない対応だと感じる。◆信毎の 1 月 3 日の社説では、「自衛隊の

憲法への明記」について懸念している。また、「憲法は首相ら権力者に対する国民からのいわば命令

書だ。国民が望むことを政府にやらせるため、望まないことをやらせないために憲法はある。『立憲

主義』である。首相が主導する形の改憲は立憲主義にも反している。―私も同感です。◆「欲望の資

本主義 2018 闇の力が目覚める時」が NHKの BSで放送された。資本主義社会が深刻なゆきづまりに直

面し、世界で資本主義に代わる制度が探求、模索されている。地球の資源を枯渇させる社会でいいの

か。富とはなにか―自由に使える時間こそ富だと。みなさんはどのようにお考えですか。（由夫） 

 

 

 千曲川ワインバレー構想の推進 

久保田質問  

メルシャン㈱は、10月、上田市塩川 

地区陣場台地にワイナリーを新設する 

ことを公表した。計画では、２０１９年秋 

にはワイナリーを稼働したいとのことで 

す。上田市としてどのような支援ができ 

るか。 

谷仲丸子地域自治センター長  

メルシャン㈱の計画によると２０２０年の東京オリンピック・パラリ 

ンピックに間に合わせる形で白ワインをリリースしたいという意向 

です。市の関係部署を網羅したワイナリー建設に係る調整会議を 

開催し、許認可等に係るスケジュールの確認をし、タイムラグが生 

じないように連携して対応できるよう調整を図っています。 

また、地元である丸子地域自治センターでは、ワイナリー建設 

に係る丸子プロジェクトチームを設置し、しっかりとした体制のもと 

にワイナリーの建設が予定どおりに進むよう最大限のサポートをし 

ます。 

久保田質問 

ワイナリーの建設による、他の産業との連携や波及効果は。 

中沢農林部長  

ワイン産業は裾野が広いため、さまざまな産業を有機的に結び 

つけて、地域全体の活性化を図ることができる大きな可能性があ 

るものと考えています。 

 

 

長瀬地区会議では、地
区防災マップの年度
内策定作業をすすめ
ている。 

久保田由夫はげます会 

☆3月 4日（日）午後 2～4時 

☆長瀬市民センター 


